




経済研究所 / Institute of Developing



















念を提示した。グラントエレメントの計算方法は 「基本公式」 を参照されたい。返済額がゼロならばグラントエレメントは一〇〇％になるし、この値が二五％以上であることが政府開発援助の要件のひとつになる。 これは、ＯＤＡは開発途上国の発展を目的にしたものであるからであ
る。グラントエレメントが二五％に達しない開発途上国向け融資には輸出信用（自国内で生産された設備等の輸出や自国から開発途上国への技術の提供に必要な資金の融資など）や国際機関に対する などがある。グラントとは元本や利子返済義務を課さずに供与する援助であるが、グラントエレメントは借款の場合にどの程度、グラントの供与条件に近いかを示すものである。借款条件の緩やかさを示す指標 グラントエレメントによって償還期間や据え置き期間、 金利、 借款の通貨建てなどが異なる有償援助案件の譲許性について案件間の比較ができるようになる。グラントエレメントの基本公式や数値例にあるように、借款の償還期間や据え置き期間が長いほどグラントエレメントは大きくなる。●開発貢献指数　
先進国が援助に加えて貿易や
投資など全ての政策で一貫して










































































































ber 1 、 等を参照した。
表　開発貢献指標（Commitment to Development Index：CDI）
デンマーク
年 援助 貿易 投資 移民 環境 安全保障 技術 CDI
2010 13.1 5.9 4.7 5.7 6.3 6.2 5.7 6.8
日本
年 援助 貿易 投資 移民 環境 安全保障 技術 CDI
2010  1.1 2.4 4.6 1.8 5.2 2.2 6.0 3.3
（注）CDIは上記7項目の評点を単純平均したものである。
（出所） 世界開発センター（Center for Global Development）のホームページ
（http:ww.cgdev.org/section/initiatives/_active/_cdi2006/inside、および
http:ww.cgdev.org/section/initiatives/_active/_cdi/、からインターネット
を通じて入手した資料から筆者作成（2011年5月6日および6月29日、7月5
日アクセス）。
グラントエレメントの数値例　今、利子率はゼロ、据え置き期間1、償還
期間が4、資金の割引率が10％であるとすると、1単位の融資のグラントエ
レメントは以下のようになる。元本を償還期間から据え置き期間をのぞい
た期間（＝3）の間に均等に返済すると、この融資の返済額の現在価値は
これは25％に達しないのでODAの要件を満たさない。そこで償還期間を5
に延長すると、1単位の融資の返済額のグラントエレメントは
これは25％に達しているのでODAの要件を満たしている。このように償還
期間や据え置き期間を長くすれば、その借款のグラントエレメントは大き
くなる。
